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土木広報活動または作品名：   やまかわさとみ（山川里海）の新作狂言 

広報活動または作品の概要 

 

【 地域づくり・人づくりをテーマとする新作狂言の企画・創作・総合プロデュース 】 

 

■「100 年後に残したい水辺の景観（土木遺構・史跡）・地域に所縁深いキャラクター（神・妖怪・生物など）」を徹

底取材。小中学生の体験作文とアンケートに基づき、子どもたちが興味深く演じて、楽しく鑑賞できる新作狂言脚

本を創作。 

■手法 その①「アマチュア子方起用の新作狂言」 

能楽師が 650 年受け継いできたユネスコ無形文化遺産「狂言」の型と技芸を活用した演出法で、出演者は、 

狂言師＋囃子＋一般募集の子どもとする。オーデション募集段階から広報の機会とし、稽古風景もマスメディア

に公開。 

 

■手法 その②「地域三世代で育成する子ども狂言」 

狂言師・能楽師の指導をプロデュース。「やって楽しい・観て楽しい」を合言葉に、おばあちゃんの帯で装束を、

おじいちゃんの日曜大工で能楽特有の大道具（柱や欄干）を制作してもらうなど、三世代が積極的に関わって、地

域の魅力発信や他地域との交流ができる「子ども狂言」を創作育成。（現在、小学校 3 校、高校 1 校が継承。） 

 

■作品活用（企画提案・プロデュース・助成金申請・運営） 

歴史的建造物（城郭）の復元式典 

江戸期の兄弟藩交流（尾張藩×高須藩）（薩摩藩×高須藩） 

水源林・ヨシ原保全・研修（水源林×汽水域） 

上下流交流（水源域×下流都市） 

新旧都市交流（清州×名古屋） 

上下水道イベント（水辺能舞台） 

 

■広報：子方募集チラシ・公演チラシ・作品制作の背景・テーマに沿った有識者コメントを入れたパンフレット配布 

※告知・稽古の段階からマスメディアに取り上げられて盛況を博す。 

   NHK 名古屋放送局、東海ラジオ、ケーブル TV 

読売新聞、毎日新聞、朝日新聞、毎日新聞、中日新聞、岐阜新聞、中部経済新聞、 



【 作 品 】（2016 年 4 月～2017 年 3 月実績） 

■手法 その① 【 アマチュア子方起用の新作狂言 】 

●名古屋城本丸御殿復元記念狂言「夢つくり」【テーマ：森の保全・城郭復元】 

（出演：井上松次郎・野村又三郎・佐藤 融・竹市 学 他）（鑑賞者：約 2100人）                          

  2016年 5月 30日「名古屋城本丸御殿対面所・下御膳所公開式典」(名古屋能楽堂) 

  2016年 11月 27日「尾張×高須 葵の絆」（岐阜県海津市文化センター大ホール） 

  2016年 12月 10日「あま市市民活動祭」（愛知県あま市美和文化会館大ホール） 

  2017年 2月 2日「名古屋城夢つくり狂言会」（名古屋能楽堂）        

  

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



●名古屋開府 400年記念清州越し狂言「轍（わだち）」【テーマ：水辺の都市創造】 

（出演：佐藤友彦・佐藤 融・今枝郁雄 他）（鑑賞者：約 1400人） 

 2016年 11月 27日「尾張×高須 葵の絆」（岐阜県海津市文化センター大ホール） 

  2017年 2月 2日「名古屋城夢つくり狂言会」（名古屋能楽堂）  

  

 

 

 

 

 

  

 

●なごや妖怪狂言「冥加さらえ」【テーマ：都市河川の浄化】 

（出演：野村萬斎・佐藤融・井上松次郎・野村又三郎・竹市 学・久田陽春子・河村眞之介・加藤洋輝・他、 

一般募集の子どもたち）（鑑賞者：約 1800人） 

※ 子ども稽古 30回 

2016年 5月 15日「冥加さらえ」子方オーデション＋熊本復興講演会（名古屋市中村文化小劇場） 

2016年 9月 22日 熊本復興応援「あいち戦国武将 LAB 特選狂言会」（名古屋能楽堂） 

   2017年 2月 2日「名古屋城夢つくり狂言会」（名古屋能楽堂） 

2017年 6月 4日「なごや水フェスタ」（名古屋市鍋屋上野浄水場 水辺能舞台） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

国際演劇年鑑 2018 掲載 

■手法 その②【 地域三世代で育成する子ども狂言 】 

●木曽三川子ども狂言「失せうろこ」 【テーマ：治水史跡と清流魚の保全】（参加者・鑑賞者：約 2500人）         

 ★岐阜県海津市立大江小学校総合学習 

指導：年間 12回   上演：年間 5回 

2016年 4月 25日、2016 年 4月 25日「治水神社大祭」（薩摩藩×高須藩）（岐阜県海津市治水神社） 

2016年 7月 26日、2017 年 8月 10日「上下流交流狂言会」（岐阜県中津川市かしも明治座）  

2016年 8月 5日、2017 年 8月 4日「名古屋城宵祭りオープニングセレモニー」（尾張藩 VS高須藩） 

2016年 11月 3日、2017 年 11月 3日「かいづの狂言」（尾張藩×高須藩）（海津市歴史民俗資料館能舞台） 

2017年 3月 4日、2018 年 3月 3日「海津市文化祭客演」（岐阜県海津市文化センター大ホール） 

  

                

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●木曽三川子ども狂言「狐鬼灯」 【テーマ：輪中の防災と歴史観光】 （参加者鑑賞者：約 300人） 

★海津市立海西小学校総合学習  

指導：年間 12回 

上演：年間 1回  

   2017年 3月 3日「地域公開」（1部公開）海西小学校体育館 

   2018年 2月 16日「地域公開・防災講座」（全編初演）海西小学校体育館 

 

 

 

 

 

●木曽三川子ども狂言「おそそ仁王」【テーマ：水郷の災害史と防災】（参加者・鑑賞者：約 1100人） 

★愛知県あま市市民活動  指導：年間 12回 

★愛知県あま市立正則小学校総合学習 指導：12回 

★愛知県立杏和高校 JRC部 指導：5回 

2016年 12月 10日「あま市市民活動祭」（あま市×名古屋市）（あま市美和文化会館大ホール） 

  2017年 3月 28日「名古屋城桜まつり」（名古屋城×あま市） 

  2018年 2月 12日「あま市子ども狂言プロジェクト能楽鑑賞＋防災講演会」（あま市美和文化会館大ホール） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

広報活動の効果 

■参加者・観覧者（2016 年 4 月～2018 年 3 月） 合計 約９２００人  

■狂言は 20～30 分の短編喜劇なので、テーマ（魅力ある景観・キャスト・歴史・防災など）を伝える講演やシンポ

ジウムなどとのコラボレーションに適している。E テレの「日本語であそぼ」で毎日野村萬斎が演じでおり、小学校

の教科書にも掲出されているため、子育てファミリーにとって最も身近な伝統芸能だ。 

■観覧者アンケートでは、92％が「地元の魅力を再発見できた」と回答し、78％が「自分の子どもや孫を出演させ

たい・自分も関わりたい」との好回答を得られた。 

＜自由回答より＞ 

○子供達が演じるからこそ意味があると思いました。地域の景観の魅力を知り、又、親や小学校の先生方以外の大人

（スタッフや関係の方々）と作品を作り上げていく体験は子供達にとって貴重な事だと思います。 

○わかりやすくおもしろかった。短いのも見やすかった。作家の方の解説が面白くわかりやすかった。 

○当地の魅力や歴史はもちろん、災害史を知ることのできる内容がとても良かった。 

○地元に伝わる歴史や昔話をまったく知らないことがわかった。かやづ神社の「つけもの祭り」や「神のもの」の話

もつい最近知ったので、おそそ仁王にでてきてうれしかった。 

○伝統文化を通じて自分の住むまちの歴史や魅力を学ぶことは大変素晴らしいと思います。これからもがんばって

下さい！あちこちで公演されると良いと思います。 

○感動しました。これからも地域の文化として継承していって下さい。これが本当のまちづくりだと思います。 

付属資料の提出 ■あり・□なし（どちらかに印（■）を付けてください。） 

 


